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１＋３×２０

どちらも１とコの字の３本のまとまりを
２０個足していく考え方

生徒Dの式

３×２０＋１

生徒Eの式

私も同じ！
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１＋３×２０

生徒Dの式

３×２０＋１

生徒Eの式

私も同じ！

何が同じなの？？

生徒F

 

Step2

根拠を

深める場
視点を明確に

した対話

私も同じ！生徒F

何が同じなの？？

３に２０をかけているところが同じ。
つまり、３つのまとまりのいくつ分
で考えているところが同じ。

生徒E

生徒E

生徒F

あーそういうことか！

 



Step2

根拠を
深める場

視点を明確に
した対話

数は何を表しているか

言葉の違いを比較する

 

・相違点を見つけ
他の場面でも
適用するか考える

・共通点を見つけ
決まりを見出す

共通点や相違点
を見つける場
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＜成果 １＞

〇 理解度や学びの状況に応じた段階別の交流の場の設定

自分に合った気付きのできる主体的な交流

 



＜成果 ２＞
〇 個の理解度に合わせた段階別の交流の場の設定

共通点や相違点から一般化を見出し、
問題の難易度を高めようとする姿

 

＜課題＞

△ 評価問題では、個の定着度にばらつきが見られ
た。「一人で解決できるか」を確かめるプロセ
スのさらなる充実が必要であると考えられる。

 

 

＜学習の流れ＞

問題場面を把握し、
課題を設定する。

統合

ということは？わかった！

解釈個
の
学
び

はてな？

全
体
交
流

問
題
選
択

評
価
問
題

はてな？

 



どうしたら速さの問題を連立
方程式で解決できるだろう？

「速さ・時間・道のり」の数
量関係を捉えれば、連立方程
式を立式することができ、
解決できそうだ。

 

わかった！

「速さ・時間・道のり」の数
量関係を捉えれば、連立方程
式を立式することができ、
解決できそうだ。

自分が本当に分かって
いるかを確認する。

 

わかった！

ということは？

授業の初めの問題と数値だけ違う問題

数量や場面が違う問題

速さに関わる多様な問題

 

ということは？
求める数量や場面が違う問題でも、
要素を整理することで立式ができれば、
速さの問題を連立方程式で解決することが
できる。

問題選択

速さに関する
多様な問題

数量・場面が
違う問題

求める数量が
違う問題

授業の初めに提示した
問題と数値だけ違う問題

 



評価問題

要素を表や図に整理して、立
式したら、速さの問題を連立
方程式で解決できた。

 

＜成果＞

〇 授業の前段をコンパクトにしたことで、理解が曖昧
な生徒の見届けができ、分かったつもりからの脱却
が図れた。

〇 問題を選択制にしたことで、自分自身の理解度に目
を向け、条件を変更した問題に自力で活用・挑戦す
る姿が見られた。

 

＜課題＞

△ 生徒自身が本当に「一人＝自分の力で解決できてい
るか」といった「学びの過程」を、教師側が的確に
評価・把握できていたか。

個に応じた指導支援の精度を高めていきたい

 

 



 

 

 

 


